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１ 【有価証券報告書の訂正報告書の提出理由】 

平成19年11月28日に提出いたしました第37期（自 平成18年９月１日 至 平成19年８月31日）

有価証券報告書の記載事項の一部に誤りがありましたので、これを訂正するため有価証券報告書の訂正報

告書を提出するものであります。 

  

２ 【訂正事項】 

第一部 企業情報 

 第５ 経理の状況 

  １ 連結財務諸表等 

  （1） 連結財務諸表 

     注記事項 

       （有価証券関係） 

      １ その他有価証券で時価のあるもの 

             ② 連結貸借対照表計上額が取得原価を超えないもの 

  

３ 【訂正箇所】 

訂正箇所は  を付して表示しております。 
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第一部【企業情報】  

 第５【経理の状況】 

  １【連結財務諸表等】   

  （1）【連結財務諸表】 

     注記事項 

 (有価証券関係) 

 １ その他有価証券で時価のあるもの 

 ② 連結貸借対照表計上額が取得原価を超えないもの 
    
 （訂正前） 
  

 
(注) 減損処理にあたっては、期末における時価が取得原価に比べ50％以上下落した場合には全て減損処理を行い、 

30～50％程度下落した場合には、当該金額の重要性、回復可能性等を考慮して必要と認められた額について 

減損処理を行っております。 

  
  
 （訂正後） 

 
(注) 減損処理にあたっては、期末における時価が取得原価に比べ50％以上下落した場合には全て減損処理を行い、 

30～50％程度下落した場合には、当該金額の重要性、回復可能性等を考慮して必要と認められた額について 

減損処理を行っております。 
      

 

種類

前連結会計年度 
(平成18年８月31日)

当連結会計年度 
(平成19年８月31日)

取得原価 
(千円)

連結貸借対 
照表計上額 
(千円)

差額 
(千円)

取得原価 
(千円)

連結貸借対 
照表計上額 
(千円)

差額 
(千円)

株式 7,217 5,191 △2,025 27,963 24,747 △3,215

債券 ― ― ― 97,760 97,760 ―

その他 24,676 23,914 △761 23,750 23,750 ―

合計 31,893 29,106 △2,786 149,473 146,257 △3,215

種類

前連結会計年度 
(平成18年８月31日)

当連結会計年度 
(平成19年８月31日)

取得原価 
(千円)

連結貸借対 
照表計上額 
(千円)

差額 
(千円)

取得原価 
(千円)

連結貸借対 
照表計上額 
(千円)

差額 
(千円)

株式 7,217 5,191 △2,025 27,963 24,747 △3,215

債券 ― ― ― 100,000 97,760 △2,240

その他 24,676 23,914 △761 23,750 23,750 ―

合計 31,893 29,106 △2,786 151,713 146,257 △5,455
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